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評評

白石の新鮮野菜　う～んとうまいから、食ってみてけらい～ん！
～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進します～

　白石市農産物直売所連絡協議会では会員を募集しています。市内で直売活動を
されている方などで興味のある方は、気軽にお問い合わせください。
� 問農林課　☎22-1253

■オレンジカフェ
　認知症があってもなくても参加
できるつどいの場です。
●日時　１月12日（火）・26日（火）
10:00～11:00（受付9:45～）
●場所　中央公民館　大ホール
■認知症家族のつどい
●日時　１月26日（火）
　　　　13:30～15:00
●場所　健康センター３階　小会議室
※事前申し込み不要
問地域包括支援センター
　☎22-1466
※�新型コロナウイルスの感染症の
状況によっては、中止や変更す
る場合があります。

SSN48は
白石の農産物を

応援しています♪

※新型コロナウイルス感染症の影響により、内容が変更になる場合がありますのでご了承ください。
※各直売所では、白石産の新鮮な旬の野菜や花、漬物などを販売しています（直売所により品ぞろえは異なります）。
※白石市農産物直売所連絡協議会加盟店のみ掲載しています。「SSN」は「白石・新鮮・農産物」の略称です。

軽トラ市　【１月８日（金）から営業】
　毎週金曜日9:00～12:00
　新鮮野菜を安く販売！
●場所　すまｉ

い
るひろば

問四
し
竈
かま
　☎29-2451、090-9429-6145

小原いきいき直売所・小原なごみ茶屋・材木岩売店
【令和３年３月まで冬季休業】
■第18回冬の検断屋敷まつりを中止します
　１月10日（日）に材木岩公園で開催する予定
の「第18回冬の検断屋敷まつり」は、実行委
員会において、新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため中止することとなりました。
問小原公民館　☎29-2031

馬牛沼産直センター　【１月５日（火）から営業】
　毎週火・木・土・日曜日　9:00～16:30
　斎川の特産「斎川凍豆腐」や「ころ柿」のほ
か、梅干しをはじめ各種漬物、手作り「切り餅」
などを販売します。
　１月５日（火）の初売りでは、恒例
のお買い上げ抽選会を開催します。
●場所　国道４号沿い馬牛沼付近
問馬牛沼産直センター　☎25-0520

バーバ工
ク
愛
ラブ
市
いち

①白石店（城北町・あそびの森近く）
　【１月20日（水）から営業】
　毎週水曜日　9:00～12:00
　営業日初日は、初売りプレゼントを用意して、
皆さんのお越しをお待ちしています。
②元JAみやぎ仙南福岡支店構内店
　【３月17日（水）から営業再開】
問ＪＡみやぎ仙南女性部白石地区バーバ工愛市
　☎25-3531

羽山産直市場わんこの家
【１月９日（土）から営業】
　【直売所】毎週土・日・祝日　10:00～15:00
　【食　堂】毎週土・日・祝日　11:00～14:30
　新鮮野菜をはじめ、地元産の商品を取りそろ
えています。
●場所　白川犬卒都婆字岩ノ上32-2（国道113
号角田方面沿い）
問羽山産直市場わんこの家
　☎090-7794-8640

１月１～２日を除いて毎日9:00～18:00営業
　１月３日（日）はお買い上げのお客さま先着
200人に紅白もちをプレゼント！　なくなり次
第終了です。
●場所　福岡長袋字八斗蒔20-1
問おもしろいし市場　☎26-9778
■ホームページ・ツイッターで情報発信中！
ホームページ　https://www.sunpark.jp/
ツイッターアカウント　@omoshiro5106

100歳
おめでとうございます

～松竹梅敬老祝金を贈呈しました～

髙
た か

橋
は し

　ひで さん
大正９年12月１日生まれ

　結婚後は、農業を手伝い
ながら専業主婦として大家
族を支えてきたひでさん。
　好き嫌いなく何でも食べ
て、２人のひ孫の面倒を見
ながら成長を楽しんできた
ことが長生きの秘

ひ

訣
けつ

とのこ
とです。
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をは
っきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）フレッシュマーケット


